（様式第15号）
番　　　号
年　月　日
島根森林活用地域協議会
会長  〇〇　〇〇　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○の森保全の会
代表 ○○ ○○ 　
○年度　森林・山村多面的機能発揮対策交付金に係る採択変更申請書（届出書）
申請/届出のいずれかを記載
　○年○月○日付け島森活地域協議会第○号で採択通知のあった森林・山村多面的機能発揮対策交付金を変更したいので、森林・山村多面的機能発揮対策実施要領（平成25年５月16日25林整森第74号林野庁長官通知）別紙３の第５の６に基づき、下記のとおり採択の変更を申請する（届け出る）。申請/届出のいずれかを記載
記
　
１．活動組織名
○○の森保全の会 　　組織の名称を記載
２．協定の対象となる森林の位置
○○県○○市の　　変更前　「５林班い小班１分班、ろ小班１、２分班、
に準林班３、４小班」
変更後「５林班い小班１分班、ろ小班１、２分班」
変更が無ければ、変更前の森林の位置を記載
３．森林・山村多面的機能発揮対策交付金
	取組メニュー
	交付単価等
	森林面積等
	交付金額
	都道府県の支援額
	市町村の支援額
	計

	活動推進費
	112,500円
	初年度のみ
	円
	円
	円
	円

	地域環境保全タイプ（里山林保全）
	最大120,000円/ha
	ha
	円
	円
	円
	円

	地域環境保全タイプ
（侵入竹除去・竹林整備）
	最大285,000円/ha
	ha
	円
	円
	円
	円

	森林資源利用タイプ
	最大120,000円/ha
	ha
	円
	円
	円
	円

	森林機能強化タイプ
	800円/ｍ
	ｍ
	円
	円
	円
	円

	関係人口創出・維持タイプ
	50,000円/年
	
	
	
	
	

	小　計
	
	
	円
	円
	円
	円

	資機材・施設の整備等
	1/2以内
	円
	円
	円
	円
	円

	資機材・施設の整備等（林内作業車、薪割り機、薪ストーブ又は炭焼き小屋等）
	1/3以内
	円
	円
	円
	円
	円

	計
	
	
	円
	円
	円
	円

	間伐等（除伐、枝打ちを含む。）の実施面積
	
	ha
	
	
	
	

	当該年度に長期にわたり手入れをしていなかったと考えられる里山林を整備する面積
	
	ha
	
	
	
	


（注）都道府県の支援額、市町村の支援額及び計については、申請時に都道府県や市町村から金額を聞いている場合等に記載すること。
４．月別スケジュール　　変更後のみ記載
	取　組　内　容
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	１．活動推進費
	
	
	
	[image: image1.emf] 

雑草の刈 払い  


	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．実践活動
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A-1 地域環境保全タイプ（里山林保全）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A-2 地域環境保全タイプ（侵入竹除去・竹林整備）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	B 森林資源利用タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	C森林機能強化タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	D関係人口創出・維持タイプ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．資機材・施設の整備
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


５．安全講習等の名称及び内容
	講習の名称
	講習の内容
	実施月

	チェーンソー安全講習会
	ジット島根から○○氏を講師に招き、会員全員参加でチェーンソーの安全な使用、手入れ方法などについて学ぶ。
	7月


６．関係人口創出・維持タイプの活動内容
	


７．計画変更の理由（減額の理由）※減額の場合は減額する金額も併せて記載すること。
･「活動推進費」について、当初計画より経費を必要としなかったため、73,480円の減。
･「実践活動」について、計画時より参加者が少なかったため、５林班に小班３、４分班の里山林保全活動が出来なかった。
　　これにより、1.6ｈａ×16万円（里山林保全）＝256,000円の減。
･「資機材･施設の整備」について、※交付申請等と内容、数量が異なる場合は全て記載すること。
事業実施計画の見直し（減）により、刈払い機購入を１台減、25,000円の減
（事業費50,000円の減）
チェンソーの購入先の見直しにより25,000円の減（事業費50,000円の減）
林内作業車の規格変更により、100,000円の減（事業費300,000円の減）
　○計479,480円の減額（交付金総額の30％を超える減額）
安全講習会








対象森林の調査、活動計画書等作成











雑草の刈払い








雑草木の集積･処理�








作業委託（雑草の刈払い･処理）








侵入竹の除去･処理





作業道の修繕





関係人口との活動内容の検討・調整


森林保全管理活動





林内作業車購入（60万円×1台）





チェンソー購入（7万円×5台）





刈払い機購入（5万円×5台）









